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第７回県政インターネットモニターアンケート集計結果

「やさしい日本語」に関するアンケート

大規模国際スポーツイベントのレガシー継承に関するアンケート

観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

ふじのくに福産品に関するアンケート

※グラフの中の「ｎ」は、各設問の回答者総数を示す。

※各回答項目の割合（％）は、端数処理の関係上（小数第二位を四捨五入）、合計が

100％にならない場合がある。

○「やさしい日本語」に関するアンケート

静岡県には、120 以上の国と地域の、約 10 万人の外国人が静岡県民として暮らしていま

す。

県は、外国人と日本人がコミュニケーションを円滑化し、相互に理解し合う「言葉の壁のな

い静岡県」の実現を目指しています。行政が防災情報や生活情報などを提供する際、外国

人県民の皆様にも情報が確実に届き安心して生活できるよう、日本語に加えて「やさしい

日本語」を活用するよう普及啓発に取り組んでいます。

施策の参考とするために、アンケートへのご協力をお願いします。

○大規模国際スポーツイベントのレガシー継承に関するアンケート

ラグビーワールドカップ2019日本大会及び東京2020オリンピック・パラリンピックの自転

車競技（ロードレース、トラック・レース、マウンテンバイク）が静岡県で開催されました。

県では、これらの世界的大規模スポーツイベントの本県開催を通じて得たソフト・ハードの

資源を活用し、レガシーの継承に取り組むための仕組みづくりに積極的に取り組んでおり

ます。

今後の取組の参考とさせていただきたいので、アンケートに御協力ください。
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○観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

観光の発展は、国内外からの交流人口の拡大により、地域産業の活性化や雇用創出など

の経済的効果に加え、異なる価値観の尊重や国際的な相互理解の促進、地域への愛着や

誇りの醸成など、多岐に渡り大きな効果が期待できます。

新型コロナウイルス感染症により大きな影響を受けた観光産業の早期回復と、将来的な本

県観光の持続的な発展に向けて、県民の旅行状況や旅行者の受け入れに対する意識など

を把握することにより、今後の観光施策の参考とさせていただきたいので、御協力をお願

いします。

○ふじのくに福産品に関するアンケート

県では、障害のある人の経済的自立を促すため、障害福祉サービス事業所で製造された

授産製品に「ふじのくに福産品」という愛称をつけ、各所で販売の機会を増やすよう努めて

います。

令和３年度の県平均工賃月額は 16,468 円となっており、前年度から 939 円増加したも

のの、未だ自立できる水準には至っておりません。

このため、さらなる工賃向上に向けた施策を検討するにあたり、県民の皆様からの御意見

を参考にしたいので、御協力をお願いします。
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カテゴリー名 回答者数 ％

男性 225 40.4%

女性 331 59.4%

その他 1 0.2%

10代 13 2.3%

20代 38 6.8%

30代 64 11.5%

40代 96 17.2%

50代 148 26.6%

60代 117 21.0%

70代 63 11.3%

80代 18 3.2%

90代 0 0.0%

賀茂 3 0.5%

東部 172 30.9%

中部 213 38.2%

西部 168 30.2%

県外 1 0.2%

自営業 44 7.9%

会社員 173 31.1%

公務員 18 3.2%

パート・内職従事者 107 19.2%

学生 39 7.0%

無職 146 26.2%

その他 30 5.4%

回答者数：557人（回答率：83.0%）

性別

住所

年代

職業
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○ 「やさしい日本語」に関するアンケート

問１ あなたは外国人と接するとき、どのように意思の疎通を図っていますか。一番よく使

う行為について教えてください。（回答数は１つ）
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問２ あなたは、「やさしい日本語」（※）を知っていますか。（回答数は１つ）

※「やさしい日本語」とは、外国人にも分かるように配慮した簡単な日本語のことです。

（例）高台に避難してください。→高い ところへ 逃げて ください。

１　知っていて、自分
でも使っている
8.8%

２　どういうものか、
理解している
22.1%

３　見たり、聞いたり
したことはあるが、
詳しくは知らない
23.9%

４　知らない
45.2%

ｎ＝５57（回答数１）
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問３ あなたは「やさしい日本語」について、どのような取組を見たこと、聞いたことがありま

すか。（回答数は３つまで）
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問４ あなたは、行政の「やさしい日本語」の取組についてどう思いますか。（回答数は１つ）

問５ 地域住民としてあなたが「多文化共生」「やさしい日本語」を進めるためにできること、

やるべきことは何だと思いますか。（500字以内）

担当課 知事直轄組織地域外交局多文化共生課

電話番号 05４-２２１-３３１０

FAX 05４-２２１-２５４２

メール tabunka@pref.shizuoka.lg.jp

１　今後も積極的に
進めるべき
46.1%

２　取組は必要
40.0%

３　取組は必要ない
1.8%

４　どちらでもない
10.8%

５　その他
1.3%

ｎ＝５57（回答数１）
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○ 大規模国際スポーツイベントのレガシー継承に関するアンケート

ラグビーワールドカップ 2019 日本大会静岡県開催のレガシー継承に関するアンケート

問１ あなたは、最近（過去５年間で）ラグビーフットボール（以下、「ラグビー」という）を観

戦したことがありますか。（回答数は１つ）

問１－２ 問１で選択肢４を選択された方に伺います。あなたがラグビーを観戦したことがな

い主な理由は何ですか。（回答数は１つ）

１　競技場・テレビ
（パブリックビューイ
ング（大型スクリーン
による試合観戦）を
含む）両方で観戦し
たことがある
8.1%

２　競技場で観戦し
たことがある
5.6%

３　テレビ（パブリッ
クビューイング（大
型スクリーンによる試
合観戦）を含む）で
観戦したことがある

41.7%

４　観戦したことがな
い

44.7%

ｎ＝５57（回答数１）

１　ラグビーを含め、
スポーツ観戦に興味
が無いから
28.1%

２　スポーツ観戦に興
味はあるが、ラグ
ビー観戦に興味がな

いから
22.5%

３　観戦する機会が
ないから
24.9%

４　観戦したいが、他
の用事で忙しいから

2.8%

５　ラグビーのルール
を知らないから（ルー
ルが難しいから）

16.1%

６　その他
5.6%

ｎ＝249（回答数１）
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問２ 今年、フランスでラグビーワールドカップ 2023 が開催されますが、あなたは関心が

ありますか。(回答数は１つ）

問３ ラグビーに対する関心について教えてください。(回答数は１つ）

１　関心があり、テレ
ビやパブリックビュー
イングなどで観戦し

たい
29.1%

２　関心はあるが、
観戦する予定はない

20.5%

３　特に関心がない
33.4%

４　ラグビーワールド
カップが開催される
ことを知らなかった

17.1%

ｎ＝５57（回答数１）

１　元々関心があっ
た

14.7%

２　以前は関心が
無かったが、ラグ
ビーワールドカップ
2019を通してラグ
ビーに関心が湧いた

27.3%

３　以前は関心が
無かったが、ラグ
ビーワールドカップ
2019後にラグビー
に関心が湧いた
11.7%

４　特に関心がない
46.3%

ｎ＝５57（回答数１）
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問３－２ 問３で選択肢１から３を選択された方に伺います。今後ラグビーに関してどのよう

な考えをお持ちですか。(複数回答可）

問４ ラグビーワールドカップ 2019 日本大会の終了後、本大会のレガシー（受け継がれて
いく遺産）として、どのようなことを期待しますか。(複数回答可）
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問５ 県ではラグビー関連の情報を積極的に発信しています。どのような手段が最も効果
的だと思いますか。（複数回答可）

問６ ラグビーワールドカップ 2019 日本大会静岡県開催のレガシーの継承等について、
御意見などがありましたら、御自由にお書きください。（500文字以内）
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東京2020 オリンピック・パラリンピック（ロードレース、トラック・レース、マウンテンバイク）
静岡県開催のレガシー継承に関するアンケート

問７ 日頃の自転車の利活用状況について教えてください。（複数回答可）

問８ 東京 2020 オリンピック・パラリンピックを契機に、今後県に期待する取組は何です

か。（複数回答可）
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問９ あなたはパラスポーツ（ボッチャ、パラサイクリング、車いすラグビー等、障害のある

人のために考案されたスポーツ）を体験したことがありますか。（回答数は１つ）

問 10 東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催前と現在でどのように気持ちが変わり

ましたか。（複数回答可）

１　体験したことが
ある
9.9%

２　体験したことは
ないが、興味がある
ので機会があった
ら体験したいと思う

51.0%

３　興味がない
37.3%

４　その他
1.8%

ｎ＝５57（回答数１）



14

問 11 県では自転車競技、パラスポーツをはじめとしたスポーツ関連の情報を積極的に

発信していきます。どのような手段が最も効果的だと思いますか。（複数回答可）

問１２ 東京 2020 オリンピック・パラリンピック自転車競技の本県開催のレガシーの継承
等について、御意見などがありましたら、御自由にお書きください。（500 文字以
内）

担当課 スポーツ・文化観光部スポーツ局スポーツ政策課

電話番号 05４-２２１-２５０４

FAX 05４-２２１-2９８０

メール sports-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp
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○ 観光を取り巻く環境の変化における県民の意識アンケート

問１ 令和４年１月から 12 月までの１年間に、宿泊を伴う旅行に、どの程度行きましたか。

（回答数は 1つ）

問２ 旅行先をどのように探しますか。（回答数は３つまで）

１　10回以上
1.3%

２　７回から９回
1.3%

３　４回から６回
9.3%

４　２回から３回
28.2%

５　１回
21.2%

６　行っていない
38.8%

ｎ＝５57（回答数１）
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問３ 旅行先を選ぶときに、料金以外にどのようなことを重視しますか。（回答数は３つま

で）

問４ 旅行先でどのようなことが印象に残りますか。（回答数は３つまで）
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問５ 観光客の受入について、どのように考えますか。（回答数は１つ）

問５－２ 問５で選択肢１または２を選択された方に伺います。その理由は何ですか。（回答
数は２つまで）

１　ぜひ来てほしい
37.5%

２　どちらかといえ
ば来てほしい
42.7%

３　あまり来ないで
ほしい
9.3%

４　絶対に来ないで
ほしい
0.7%

５　特に何も思わな
い

6.8%

６　その他
2.9%

ｎ＝５57（回答数１）
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問５－３ 問５で選択肢３または４を選択された方に伺います。その理由は何ですか。（回
答数は２つまで）

問６ あなたの住む地域に対して誇りや愛着を持っていますか。（回答数は１つ）

１　非常に持っている
21.9%

２　ある程度は持っ
ている
62.7%

３　あまり持っていな
い
11.1%

４　まったく持ってい
ない
1.6%

５　分からない
2.7%

ｎ＝５57（回答数１）
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問６－２ 問６で選択肢１または２を選択された方に伺います。あなたの住む地域を訪れた

方に、地域の魅力を紹介できますか。（回答数は１つ）

問 7 新型コロナウイルス感染症の拡大前と現在で、国内旅行に対する気持ちに変化があ

りましたか。（回答数は１つ）

１　十分に紹介でき
る

10.2%

２　ある程度は紹介
できる
68.6%

３　あまり紹介でき
ない
18.0%

４　まったく紹介で
きない
1.9%

５　分からない
1.3%

ｎ＝471（回答数１）

１　拡大前よりも、旅
行意欲が高まってい

る
15.1%

２　拡大前と同程
度、旅行意欲がある

49.7%

３　拡大前よりも、
旅行意欲が減った

23.2%

４　拡大後もしばら
く旅行意欲があった
が、今は旅行意欲

がない
5.4%

５　国内旅行に行か
ない
6.6%

ｎ＝５57（回答数１）
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問8 新型コロナウイルス感染症の拡大前と現在で、海外旅行に対する気持ちに変化があ

りましたか。（回答数は１つ）

問９ 新型コロナウイルス感染症の拡大で、旅行に関する意識や行動の変化はありました

か。（回答数は３つまで）

１　拡大前よりも、旅
行意欲が高まってい

る
9.0%

２　拡大前と同程
度、旅行意欲がある

27.8%

３　拡大前よりも、
旅行意欲が減った

22.4%
４　拡大後もしばら
く旅行意欲があった
が、今は旅行意欲

がない
6.6%

５　海外旅行に行か
ない
34.1%

ｎ＝５57（回答数１）
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問１０ 今後どのような観光をしたいですか。（回答数は３つまで）

問１１ 今後どのような観光を避けたいですか。（回答数は３つまで）
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問 12 静岡県では、多彩な観光資源を活用したサステナブルツーリズム※を推進してい

ます。サステナブルに関して、旅行する際にどのようなことを心がけていますか。

（回答数は３つまで）

※訪問客、業界、環境及び訪問客を受け入れるコミュニティのニーズに対応しつつ、現在

及び将来の経済、社会、環境への配慮を十分に考慮した観光
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問 1３ 今後１年間において、よりサステナブルな旅行を心がけたいですか。（回答数は１

つ）

問１４ 今後の県の観光施策に関して、ご意見やご提案等がありましたら、ご自由にお書き

ください。（500字以内）

担当課 スポーツ・文化観光部観光交流局観光政策課

電話番号 05４-２２１-３６１７

FAX 05４-２２１-３６２７

メール kankou2@pref.shizuoka.lg.jp

１　心がけていきたい
57.6%

２　特に心がけない
20.5%

３　わからない
21.9%

ｎ＝５57（回答数１）
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○ふじのくに福産品に関するアンケート

問１ あなたは、障害福祉サービス事業所で製造された授産品の愛称「ふじのくに福産品」

を知っていますか。（回答数は１つ）

問２ 「ふじのくに福産品」の販売場所を知っていますか。（回答数は１つ）

１　知っている
28.2%

２　聞いたことはある
が、何を表している
名称か知らなかっ

た
24.8%

３　知らない
47.0%

ｎ＝５57（回答数１）

１　知っている
23.0%

２　知らない
77.0%

ｎ＝５57（回答数１）
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問３ 「ふじのくに福産品」を購入したことがありますか。（回答数は１つ）

問３－２ 問３で選択肢１から４を選択された方に伺います。どのような「ふじのくに福産品」

を購入したことがありますか。（複数回答可）

１　１週間に１回以上
購入する
0.4%

２　１か月に１回以上
購入する
2.2%

３　年に数回購入す
る

5.9%

４　過去に購入した
ことがある
16.5%

５　購入したことがな
い

49.9%

６　わからない
25.1%

ｎ＝５57（回答数１）
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問３－３ 問３で選択肢１から４を選択された方に伺います。どこで「ふじのくに福産品」を

購入しましたか。（複数回答可）

問４ 「ふじのくに福産品ＷＥＢカタログ」（https://s-seihin.jp）を知っていますか。（回

答数は１つ）

１　知っている
8.4%

２　知らない
91.6%

ｎ＝５57（回答数１）
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問５ 「ふじのくに福産品」にどのようなイメージを持っていますか。（複数回答可）
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問６ 「ふじのくに福産品」が広く継続的に購入されるには、どのようなことが必要だと思い

ますか。（複数回答可）

問７ 「ふじのくに福産品」についてご意見がありましたら、ご自由にお書きください。（500

字以内）

担当課 健康福祉部障害者支援局障害者政策課

電話番号 05４-２２１-３６１９

FAX 05４-２２１-３２６７

メール shougai-seisaku@pref.shizuoka.lg.jp


